20180826レムナント教会1部
ダビデ王（詩篇62:5-8）
　いま感謝なことに私たちは信者として人生を生かされている者です。しかし、ときには、思うがままうまくいかないことで心苦しいこともあります。願ってもいない苦難に遭い、ときには、苦しい誤解を受けて悔しい思いをするときもあります。また、いろいろな理由で失敗を経験するときもあります。こういうときに、自分のレベルに立って、つい落胆してしまうのがほとんどですが、しかし、そういうときに信者の私たちは、自分のレベル、自分の気持ち以前に、神のみことばである聖書に戻って、その聖書を通して答えをしっかり得るようにしなければなりません。特に、聖書にある信仰の先輩たちを通して、その信仰の先輩たちを神様がどのように扱っていらっしゃったのかなどを通して、しっかりと答えを得て行きたいと願います。特に、レムナントの皆さんは、社会に出て具体的にこういう場面に遭遇する前に、先に前もって答えを得て出て行かないと、また混乱してしまうようになります。
　今日は特に、その中でも皆さんご存知のダビデを通して、神様の契約、落胆せずに勝利できる答えを得たいと思います。ダビデの生涯で語るべき内容はたくさんあります。そこで私たちが第１につかまないといけない旧約のメッセージは、神様に用いられるということは、私たち人間的な条件とは関係ないということです。信者が神様に用いられることは、いわば外見、人間的ななにかの条件などとは実は無関係だ。これが契約です。ダビデから私たちが読み取るメッセージです。しかし、私たちは神を離れて、生まれたときから神様なしでずっと生きて考えてきたので、そこで身に染みているものがなにかというと因果応報の思想です。こういう条件だからこうなる。条件が悪いから悪くなる。これが因果応報です。それが当たり前に染み込んでいるので、ついそちらの方に引きずられるようになります。その結果、この条件を取り上げて互いに比較しあうということに陥ってしまいます。そうすると、結局は、優越感に浸ってしまうか、劣等感にさいなまれるしかないわけです。そして、それはごく自然でしょうがないのではないかとついつい思ってしまいますが、実はそれは因果応報から生まれた勘違いです。神様がいらっしゃらない、神様を信じない場合は、100％人間を中心にして、条件を基準にして因果応報になるしかないのです。
しかし、ダビデが神様に召されて油を注がれる場面を、皆さん、覚えていらっしゃるでしょうか。神様がサムエル預言者をダビデの家に遣わすことになります。そこでこれからイスラエルの王になるような者、つまり、神様に用いられるためにそこに定められている者がいる。油を注ぎなさいと言われて、ダビデの家を訪れることになりました。そこで前もってそういうことを知らせたので、ダビデのお父さんが息子たちを集めて立たせていました。これから預言者が来られて油を注ぐからと。それで「この息子がいますよ」と長男から示しました。すると、神様がサムエルに「違うよ。その人じゃないよ」と言われるので、次男、三男…8人兄弟が全部パスしたのですが、神様の許可が下りないわけです。「ここにはいない」と。もう終わったのに。そこでサムエルが「これでもう終わりなのか」と聞いたときに、もう一人いるのはいるのだけど、いま羊飼いの番をするために野原に出ているし、その末っ子になにかあるのでしょうかという感じだったのです。もちろんダビデに、お父さんから見たときに魅力的ななにかがなかったかもしれません。そして、当時は、長男にすべてのことを引き継ぐ権限がありました。だから、長男、次男…という順番は非常に大切なのです。だから、皆当たり前にそう思い、末っ子となった場合は、その順番から考えてもなにかに当たるような確率はほとんどないわけです。だから、集める時にも、ダビデは例外だったのです。どういうわけがそこにあったのか細かいことはわかりませんが、それで急いで野原に羊飼いをしていたダビデを呼びました。そして、神様がこの人だとおっしゃいました。それで、そこで油を注ぐようになったわけです。ダビデの神様に用いられる人生のスタートでした。このダビデが神様に召された状況を見たときに、神様に用いられる人は、人間的な条件とは一切関係ないということが改めて確認できたわけです。だまされないでください。

だから、ダビデの生涯を通して、私たちはしっかりと心に留めておかないといけないことは、人間的な条件、私たちの目から見たときには有利な条件、不利な条件、裕福な条件、貧しい条件、いろいろあるかもしれませんが、その条件にだまされないでください。条件に左右されるものではありません。そして、その条件を言い訳にしてはいけません。また、その条件を恨んだりしてもいけません。「なぜ私だけがこんな弱い体で生まれたのか」「なぜ私はこういう家庭に生まれてしまったのだろうか」「なぜ私にはあの人たちのような才能がないのか」などで恨む場合がありますが、それは言語道断なのです。神様のメッセージ、人生の真理がなにか分かっていないからです。改めて申し上げましょう。神様に用いられる人とは、人間的な条件、外見とは無関係です。ぜひ、特にレムナントの皆さんは、この部分を小さいときからクリアするようにしないといけません。

それでは、なぜダビデが選ばれたのでしょうか。それはもちろん神様の勝手ですが、多くの兄弟がいる中で、また、人間的な様々な状況の違いがある中で神様がご覧になるのは、その人が神の契約を知り、契約を握っているかどうかだけを条件にされるということです。たとえ社会的にはいちばん下っ端の人間であっても、ときには世界中の人に嫌われて無視されて阻害されるような人間であっても、その人がキリストの契約が分かって、その契約を握っている者は、神様に用いられるわけです。生まれたときから身に染みている勘違いによって惑わされることがないようにしましょう。
改めて契約とは何でしょうか。神様が創世記3:15で、あなたがたは罪を犯して、これからこれは絶対にあなたがたの力では解決できないから、神であるわたしがキリスト、メシヤを送って、悪魔、蛇の頭を踏み砕いて、あなたがたの問題を解決する、これが契約です。そのことを信じている者なら、どんなに体の弱い人間、才能のない人間であっても構いません。ポイントは、契約です。優秀な人、人を教える力を持っている教授、この世界を揺るがすことができる権力を持っている政治家だから用いられるのではありません。キリストの他には希望はない。キリストだけが私たちが生きる唯一の道なのだと知り、信じているものが用いられるのです。たとえいちばん下っ端の末っ子であり、羊飼いといういちばん汚い仕事をしている人間であっても。それがダビデの時に限られることではなくて、いまもずっと続いています。イエス様のとき、ペテロは、イスラエルの中でいちばん田舎のガリラヤ出身で、皆が見て分かるような無学の人間、仕事も漁師の仕事でした。漁師が悪いわけではありませんが、当時は漁師の仕事が下っ端の仕事だったのです。性格的にもものすごく短気で威張る性格でした。なにひとつ魅力的なところがありません。しかし、ペテロは、用いられるようになりました。なぜでしょうか。主は、生ける神の御子キリストですと告白しました。キリストの他には希望はないのですが、イエスがそのキリストだと分かって、それが分かったというのは、もうすでに神に恵まれたという証拠なのです。その信仰告白を持っている者であれば、たとえボロボロな服を着るしかない状況であっても、その人は用いられます。つまり、用いられる人生であるので、それこそが勝利の人生です。大きな成功を収めることが勝利の人生ではなくて、神様に用いられる人生こそが勝利の人生であるということを忘れないようにしてください。
このようにして契約を握って、キリストを握っていたダビデは、人間の予想をすべて砕いて神様に用いられることになりました。そして、次に私たちが心に覚えないといけないのは、そのような信者、つまり、契約の人であれば、どんな試練がやって来ても揺れる必要がまったくないということです。これがダビデの生涯を通して、私たちに示されるメッセージです。ダビデは、皆さんご存知のように、悪霊にとりつかれているサウル王のせいで、青年の時期、人生の半分ぐらいを逃亡者として送るようになりました。また、その後、息子がクーデターを起こすことによって、息子によって宮殿から追い出される試練も味わうことになります。様々な試練がありました。それにもかかわらず、ダビデはこのように告白しています。死の影の谷を歩くことがあっても、私に乏しいことはありません。むしろそれが義の道へと導かれるものだ告白しました。契約の人、神様に用いられるクリスチャンであれば、どんな試練がやって来ても、それは自分自身を信者として成熟させる手段なのです。信者として大人にさせるプロセスなのです。それが契約の人にとっての試練です。信者として大人となり、信者として成熟していく、これが神様の目的です。それはどのようになることなのでしょうか。なにが成熟することでしょうか。いままではこのせいだ、あれがあるから、いろいろなことを取り上げていたのですが違います。試練を通して、キリストだけが私の喜びであり、キリストだけで満足しますという人間にどんどん成長していくことです。なにを通してでしょうか。試練を通して。試練に遭うまでは、理論的にはいろいろ覚えていたでしょうけれども、実際にはこれが頼りで、実際にはこれに未練を持って、いろいろなことがありましたが、試練によって違うのだね。世の中に、また、人生そのものに頼りはないし、永遠なるものはない。私の満足はキリストだけですと告白することです。パウロのように四方八方から苦しめられていても、刑務所の中にいても外にいても、貧乏でも金持ちでも、私の満足とは関係ない。私はその中で常に満足できる秘訣を心得ている。私を強くしてくださる方によって、イエス･キリストによって、私は満足です。キリストさえ私とともにいらっしゃれば、たとえすべて奪われることがあっても私は構いません。満足します。それがあるから満足、それが奪われるから寂しい、そういう次元を超えていくわけです。試練を通してキリストだけで満足し、その結果、世に対しての未練を振り払うことになります。必要なものを必要ではないと言うつもりはありません。しかし、未練は振り払い、結局、肉に左右されない霊の人として成長していくために神様に許されるものは試練なのです。でも、契約の人なのに、神様に用いられるために召されているのに、ちょっとした試練の前でフラフラしています。契約を握りましょう。契約の人、信者にとって、どんな試練がやって来ても、それは私を成熟させる道具なので揺れる理由などありません。
そのようにキリストによって満足する人になった時に、初めてまことの余裕が生まれるようになります。いままでなにかによって左右され動かされていたものが、まったく関係ない、本当の意味で余裕のある人になります。サウル王がダビデを苦しめることによって、ダビデは本当に辛い思いをしました。それでダビデがサウル王を殺す機会が何回もありました。でも、ダビデは手を下すことはありませんでした。なぜなら、余裕があるからです。それが余裕です。ダビデから見られるのは余裕です。いままでは損得によって動き、感情によって動かされていました。けれども、それを乗り越えて、すべての利害関係が契約を中心にして理解するようになります。この人が私を苦しめたので、今この人を消してしまえば私は楽になるだろうという計算に動かされるものではなくて、契約を中心にして、油を注がれた者に私が手を加えることはできない。なにが福音と契約に福音宣教に有利なのかだけを基準にする、それを神の国に導かれると言うわけです。私に得することだからぽろっとそれを選んだりするのではなく、たとえ私に損になるにしても、契約のためであればそれを選ぶわけです。歯を食いしばってではなく余裕です。損得などは私の人生を左右するようなものにはなりません。なぜならキリストに満足しているからです。キリストによって奪われない幸せと喜びを味わっている者だからです。そのような人間にするために試練が許されて、信仰的に大人として成熟させるようになります。
結局は、この試練が賛美に変わるようになります。試練は賛美の材料なのです。理解できますでしょうか。これが契約の人、神様に用いられる人から見られる特権なのです。だから、詩篇はほとんどダビデが書いたものです。詩篇のほとんどの内容は、試練の中でそれが全部賛美に変わる内容なのです。だれがダビデに勝てるのでしょうか。こういう人間には、世の中のどんな人間も勝つことができません。宇宙でいちばん強い人間は、試練を賛美に替えるものです。悪魔がひざまずくようになります。皆試練の前で涙を流して恨みつらみで震えて涙をボロボロ流している中で、その試練を賛美に替えてハレルヤと賛美する者をどうすることができましょう。それがクリスチャンです。それがレムナントが握っていないといけない契約です。社会に出て行きますと、いまもいろいろな試練があるでしょうけれども、いまのものとは比べることができない様々な試練が私たちを待ち構えています。そこでどうしましょうか。普段通り、そこら辺の人間と一緒にしていては必ず負けてしまいます。レムナントは、そうなる必要がありません。どんな試練がやって来ても、揺れる必要がありません。なぜなら、その試練は、私に賛美をささげるように促すものですから。ダビデが人生のほとんどで詩篇を書いていたということを覚えていてください。どのようにすれば条件に振り回されず、また、試練に打ち勝って賛美をすることができるのでしょうか。とても簡単です。ダビデは、それを私たちに示していました。

最後にダビデは、人間のまことの王様はキリストだけだという信仰告白を持って生きていました。それを示していました。人間は、人間の王になることはできません。ダビデは王になったのではないでしょうか。ダビデが王になった理由は、そして、ダビデが王としてやっていたことはなにかというと、そこら中の王様と大統領と違うのです。人間は王になれません。私たちの本当の王様はキリストです。神様だけが私たちの王様だということを示すために、ダビデは王になりました。もしクリスチャンの契約の人がお医者さんになった場合は、何のためなのでしょうか。人間は、医者になれません。神様だけが、キリストだけが、人間の本当のお医者さんだと示すためです。また、契約の人、信者が、大学の教授になって人を教えた場合には、なぜその人は教授になったのでしょうか。人間を教えることは、人間ではダメなのです。本当は、神様が私たち人間を教えられる方であるし、神を知ることはすべての知識の根本なのだということを示すために教授になるわけです。でも、未信者は言うまでもないのですが、信者の方々も勘違いをしています。なぜ社長になるのでしょうか。会社を経営するのは社長である自分ではなくて、本当の社長はキリストであり、神様だけがこの会社の経営者なのだということを示すために社長になるわけです。ダビデは王様になってから、一度も高慢にならずにそれを忠実に全うするようになりました。それが役割なのです。私が王なのだと浮かれることなどありません。一回だけうっかりしたことはありますが、これがダビデです。言葉を変えますと、キリストだけが、神様だけが私たち人間の主人なのだということです。自分自身も自分の人生の主人にはなれません。また、人間の中で、偉いものの中で、私たちの人生を任せることができる主人になれるものは存在しません。

なぜでしょうか。皆さん、見たことがないでしょけれども、この世の中には偽物の王、目に見えない世の神と言われる悪魔、サタンというものが偽物の王になっています。実は、誰も気づいていないでしょうけれども、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものです。空中の権威をもって、すべての人間を支配しているのです。だから、人間が、また、自分自身が、自分の人生のオーナーになっていては絶対に勝てません。その悪魔、サタンが、皆を支配するために世の流れ、世の風習というものを作りだしたので、それに皆が捕らわれています。自力でそれに抵抗して抜け出すことのできる人間はいません。だから、自分が人生のオーナーであれば、勝手にわがままに私が思うがままに生きていきますという人間は、結局は、自動的に世の流れに流されるようになるのです。世の中はそういうシステムです。まじめな人間はまじめに、でたらめな人間はでたらめに、最終的なゴールは世の流れに流されるようになっている、こういうシステムなのです。怖いのです。だから、威張って自分で自分の人生の責任を持って、自分で頑張ってどうにかすると言っていますが、とんでもないのです。私の考えでは、キリストだけが自分の人生の主人なのです。結局は、肉の限界、肉の欲望に勝てないまま、失敗の人生を送るしかないので、世の中では「おまえがおまえの人生の主人なのだ」と格好良く言っているかもしれませんが、それはサタンのささやきです。まったくそうではありません。フリーメイソン、ニューエイジ、ユダヤ人、すべての宗教は、全部口をそろえて「おまえが神様なのだ」と言っているわけです。それが失敗のもとです。ダビデの生涯を通して、違います。私たちは知っています。この世の支配者が誰なのか。私たちの限界が何なのか。この世の流れ、私たちが勝手に動いているかのように、勝手に考えているかのように思われるでしょうけれども、すでにサタンが作りあげた大きな罠に皆が引っかかって動かされているということが分かっているので、キリストだけが私の王様、私の主人です。これが神様の愛です。私たちの主人となるために取られた方法がなにかというと、インマヌエルです。ダビデの表現で言いますと、主は私の牧場の羊飼いである。キリストが牧者でなければ、私たちはおのおの滅びる道しか分かっていない羊のようなものなので、だから、ともにおられることになりました。ヨハネ10:11にも、イエス様が、わたしは良き牧者だとおっしゃっているし、ガラテヤ2:20で、パウロは、私は十字架とともに死んだ。いま私の内に生きているのはキリストなのだと言いました。なぜなら、主人となるためにキリストが内側に来られ、ともにおられることによって主人とならないと、どんなに頑張って3年間、研究に研究を重ねて頑張っていても世の流れに従うようになります。悪魔に従うしかありません。これが地球の思想です。なぜそこまで強く言えるのでしょうか。どこまで勉強したのでしょうか。そこまで勉強しなくても全部見えます。学問を自慢する人こそ愚かな人間です。いままで学問によって人が生かされたという例は、歴史上、一度もありません。希望はキリストだけです。キリストはすべての知識と知恵の宝物なのです。人生の幸せも、人生の最後のゴールも、人生の勝利も全部キリストの中にあります。他のなにかに目を奪われ、よそ見をしながら首を突っ込んだりすることを、聖書は断じて許していません。なぜなら私たちを愛しているからです。それは私たちがダメになる道だからです。キリストだけが主人です。

キリストを主人として迎えて生きる、私たちの具体的な方法は何なのでしょうか。いろいろあるでしょうけれども、いちばん簡単にできることは、神のみことばを慕い求めることです。主人がいれば自分で勝手にああしよう、こうしようではなく、主人に聞けばいいでしょう。主人が話すことに耳を傾ければよいでしょう。それが主人として扱う第一歩です。イエス･キリストは、目に見えません。だから、皆さんが、キリストを主人として迎えて悪魔に打ち勝ち、世の流れに逆ら、肉の限界を超えて霊の人として勝利の道を歩むためにはものすごく簡単です。神のことばに頼ることです。自分がこう思っているのだけれど、ではなくて。できるだけ、自分はこう思っている、自分の考えでは…ということが、どんどんなくなってしまえばいちばん最高なのです。試練に遭いました。困難なことに遭いました。うれしいことがありました。自分の思うままではなく、神様、何でしょうかと聞いてください。みことばで、それらをどのようにおっしゃっているのか、神様はなにをおっしゃっているのかと。自己主張の強い人間は、そうしながらも中々聞こえないでしょう。だから、自分を殺していくわけです。みことばに耳を傾けるために。そして、みことばが聞こえてきたときには、それを本当にその通りに信じて従うということが祈りです。それだけでいいのです。今日からそれを実践しようとすれば、知らないうちにキリストを主人として迎えて生きていくことです。キリストが主人であれば無敵です。サタンがいちばん恐れます。結局、キリストを主人として迎えることによって、人の前で卑屈にならず、また人を恐れることもしません。逆に言いますと、キリストを主人として迎えることがなければ、結局、人によって左右されてしまいます。
最後の結論です。今日のメッセージの中で、皆さん、契約を握りましょう。私は必ず神様に用いられる人間なのだ。これが契約です。状況を見ずに、皆さんが、イエスはキリストですと心から信じている者であれば、どんな条件であろうが関係ありません。私は必ず神様に用いられる者です。そして、だからこそどんな試練があっても、試練の中から信仰的成熟を見つけよう。これが契約です。試練の前でとまどってフラフラせずに、そこにある自分の信仰の成熟を見つけること。これが契約です。

そして、キリストを主人として迎えて、人生、人から自由になりましょう。皆さんはこれからどうなるか不安なのでしょうか。それはキリストが主人ではないからです。皆さんが自分の人生のオーナーだから不安で、不安でしょうがないでしょう。キリストを主人として迎えるときに、人生をゆだねて任せてください。人生そのものから自由になり、人から自由になるのです。たとえ、皆さんが過ちを犯したときでも、皆さんが過ちの主人となってはいけません。そうすると、またやられます。それでさえキリストが処理するように、全部がキリストを主人としましょう。だから、勝手に失敗だ、ああだ、こうだと良心の呵責や罪責感などで悩むのではなく聞いてください。キリストに聞いてください。どういうことでしょうか。どうすればいいでしょうかと。だから、礼拝を通してメッセージを聞くというのは、非常に大切なのです。牧師のお話を聞くのではなく、キリストのお話を聞くのです。なぜなら、主人ですから。自由になってください。そうすると、勝利の門は、当たり前に開かれるようになります。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。特に、王様としてのダビデを通して、神様の契約を与えてくださりありがとうございます。条件や試練などにだまされないで、そして、自分自身にだまされずに、キリストを王様として、主人とし迎えて、残りの生涯を堂々と伝道者として勝利できるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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